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だれもが人生の主人公 ―― 自分だけの物語を綴っています。 

  日々の子どもたちのようすを見ていると、すべての児童
じ ど う

にあてはまることがあ

ります。それは、「よくなりたい」、「成長
せいちょう

したい」という姿勢
し せ い

です。一人一人の子

どもたちの、やりたいこと、夢
ゆめ

や希望
き ぼ う

はそれぞれ違
ちが

います。そんな気持
き も

ちどうしが

触
ふ

れあう場
ば

が教室
きょうしつ

です。 

  集団
しゅうだん

で学習
がくしゅう

するので、周
ま わ

りのペースに合
あ

わしにくかったり、先
さ き

回
ま わ

りして課題
か だ い

に

勝手
か っ て

に取
と

り組
く

んでしまったり、ときには行
い

き違
ちが

いがあるなど、うまく行かない経験
けい けん

もします。そうした様々
さまざま

な人とのかかわりのなかで、どのように他人
た に ん

とコミュニケ

ーションをとっていくことが、自分
じ ぶ ん

の夢
ゆめ

や希望
き ぼ う

を実現
じつげん

させて、他
ほか

の人とともに成長
せいちょう

できるようになるのかを学
ま な

んでいきます。 

  その時
と き

に大切
たいせつ

になってくるのは、「言葉
こ と ば

」によって他人
た に ん

に自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちや考
かんが

え

を伝
つた

えあうことです。したがって、言葉で考える力、言葉で伝える力を磨
みが

くことは

とても大切
たいせつ

です。国語
こ く ご

の時間
じ か ん

の学習
がくしゅう

はその土台
ど だ い

作
づ く

りの時間です。 
 

さて、国語の教科書にある物語文には、必ず登場人物の変容が描かれてい

ます。登場人物が大きく変容（成長などのこころの変化）する場面を山場といい

ますが、その山場を味わうときに大切なのは、自分の経験や過去の自分の変容

の体験と重ね合わせて考えることです。自分の体験と重ねることで、その人物の

変容について深くとらえることができます。 

深くとらえるためには想像力が必要です。想像することで心の中に浮かんで

現われる絵は、自分の体験に重ねて、自分の中で創造的に考え、出てきたもの

です。 

日ごろから私たちはこれらをさまざまなところで無意識におこなっています。 

例えば宇宙空間での出来事などは、人類のごくわずかな人しか体験したこ

とがありません。でも、それをある程度理解できるのは、実際に宇宙に行った人

の体験や、それらの知見
ち け ん

にもとづいて作られたドキュメンタリーや映画などを見

たり聞いたりするからです。また、そのときに、自分の様々な体験を組み合わせ

て想像を膨
ふ く

らませているからです。 

もちろん、実際の体験に勝るものはありません。でも、この世界のすべてに、

すべての人が直接かかわって体験することは不可能です。一人一人の環境は

違いますし、考え方も違います。それでも、世の中がルールに基づいた社会を

築き、人類が栄えてきたのは、自分とは違う状況や考えの人を理解するための

「想像力」を働かせ続けてきたからだろうと思います。 

物語文を読むことは、その想像力を鍛えていくことそのものです。 

読み進める中で、わからない言葉や知らない世界についての記述があれ

ば、それを調べます。ときには実際にその舞台となった土地に足を踏み入れて

みたり、物語で使われている「モノ」について実際に使ってみたりするなど、自

分に必要な経験を教えてくれるきっかけを提供してくれることにもなります。こ

れらの積み重ねによって、広くいろいろな人の気持ちを理解できる懐の大き

さ、包容力、人間的な力が育まれていきます。 

このようにして身
み

につけてられいく「言葉の力」は、毎日の生活に知らず知ら

ずのうちに活
い

かされていきます。学校で行われる授業
じゅぎょう

をはじめ、学級の仲間と

協力
きょうりょく

して取
と

り組
く

む行事
ぎょ うじ

などを通して、コミュニケーションの質
しつ

が実際
じっさい

に高まっ

ていることを感
かん

じるのです。それが成長
せいちょう

の実感
じっかん

です。物語
ものがたり

でいえばその場面
ば め ん

が山場
や ま ば

です。 

日々成長する子どもたちの日常
にちじょう

生活
せいかつ

は、一人ひとりの子どもたちが主人
しゅじん

公
こ う

である、「自分
じ ぶ ん

だけの物語」が演
えん

じられている舞台
ぶ た い

といえます。子どもたちは、

子どもたち自身
じ し ん

が、「自分が好
す

きだといえる登場
とうじょう

人物
じんぶつ

」になるための努力
ど り ょ く

をし

ています。 

身につけた言葉の力で、自分の柱
はしら

となる言葉をたくさん手に入れて、心の

豊かさを求
もと

め続
つづ

けていける人に育
そだ

ってほしいと願
ねが

っています。 

 

＜西長尾小学校のめざす児童像＞ 

１．心豊かな子ども（自他を大切に 

する、思いやりのある子ども） 

２．深く考える子ども（自ら学び、

考えて行動できる子ども） 

３．心身ともに健康な子ども 



 

 

※行事予定表は、これまで学校だよりでお知らせしていましたが、今後は、予定が確定した段階 

で、できるだけ早く、別紙でお知らせできるようにしていきます。 

 

☆今年度末の卒業式での児童の服装等について 
卒業式の教育的意義について下記のとおりお知らせいたしますので、ご協力いた

だきますようお願いいたします。 

卒業式は、6年間の学校生活での最後の姿を見せる場です。 

児童にとっては、在校生に立派に成長した姿を示し、後を託す場となるものです。

日頃の振る舞いや努力を振り返り、保護者に感謝し、関わった人々に感謝し、一人

ひとりがこれから新たな一歩を踏み出す決意を確認し合う日です。 

当日は、児童一人ひとりがその振る舞いや表情で、そのような気持ちを伝えます。厳

粛で清新な雰囲気を大切にしたいと考えています。 

したがって、卒業式での、児童の華美な服装（衣装）や化粧・装飾などは、控えてい

ただきますようお願いいたします。 

何よりも、卒業する児童一人ひとりが、着飾ることによって特別な感覚を抱くのでは

なく、当日までの取り組みや日常の積み重ねの過程で、成長をきちんと振り返り、その

到達点として、その児童自身が、内面からそれぞれの輝きを伝えられるように指導して

いきます。 

以上の趣旨をご理解いただきまして、どうか子どもたちのために、ご協力いただきま

すようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

日々の学校の様子は「枚方市立西長尾小学校ブログ」をごらんください。 

右の QR コードでアクセスできます。⇒ 

 

 

日 曜日 行事予定 備考 

1 日     

2 月 1年 校外学習 2年視力検査   

3 火     

4 水     

5 木     

6 金 1年視力検査   

7 土 いきいき   

8 日     

9 月 内科検診 廊下を歩こう週間   

10 火 口座振替① 班長会 尿検査二次   

11 水 地区児童会(集団下校) 眼科検診   

12 木 １・２年 聴力検査   

13 金 授業参観(５ｈ) ＰＴＡ予算総会(６ｈ) ３・５年聴力検査   

14 土 いきいき   

15 日     

16 月 口座振替②   

17 火 12誘導心電図   

18 水 4～6年(６ｈ) 委員会活動  Jアラート   

19 木 ひまわりタイム公開  尿検査三次   

20 金     

21 土 いきいき   

22 日     

23 月 2年 校外学習   

24 火 5年 宿泊学習   

25 水 5年 宿泊学習   

26 木 プール清掃(6年 職員) 耳鼻科検診   

27 金 ひまわり保護者交流会２・３ｈ   

28 土 いきいき   

29 日     

30 月 クラブ(６ｈ) 3年 校外学習   

31 火 1年 交通安全教室(２ｈ)   

今後、行事予定についてのお手紙はクラスルームでも配信する予定です。 

☆ ５月の予定（再掲）    ※すでに配付済みのものと同じ内容です。 

4月 15日 5年生 
「心のひとことスピ―チ」が行われていました。 

自分が誰かから言われて、うれしかったり、心に 

残ったその人の言葉（せりふ）を学級のみんなに 

話します。担任の先生が、その気持ちを学級で 

共有できるように、補助的な質問をしています。 

話している人が楽しそうに語ってくれていました 

ので、聴いていて心地よかったです。 

 

 

                        

【自己肯定感を高める指導】 2022-04-15 20:32 up! * 

☆ 西長尾小学校ブログより        新学期のようす 

給
食
空
っ
ぽ
週
間 


